	規則別表２に掲げる授業科目
	開　講　授　業　科　目

	科　目　名
	科　目　名
	単位数
	開講研究科，
専攻
	担当教員
	学期
	曜日
	時間帯
	講義室
	備考

	GCL講義Ⅰ
	技術利用と法 
	2
	公共政策
	佐　藤　智　晶
	冬
	水
	18:30-20:00
	未定
	　

	
	GCL講義Ⅰ（技術利用と法）
	2
	情報理工共通
	
	
	
	
	
	

	GCL講義Ⅱ
	GCL講義Ⅱ
（Introduction to Management)
	2
	情報理工共通
	朴　英元
	冬
	未定
	未定
	未定
	　

	GCL講義Ⅲ
	GCL講義Ⅲ（情報システム論）
	2
	情報理工共通
	萩谷  昌己
	冬
	月
	18:30-20:00
	未定
	　

	GCL講義Ⅳ
	GCL講義Ⅳ
（リスク・マネジメント）
	2
	情報理工共通
	冨家  友道 
	冬
	木
	18:30-20:00
	工6･372教室
（セミナー室C）
	H24年度
4890-1012
と重複履修は不可

	GCL講義Ⅴ
	GCL講義Ⅴ 
（プログラム・プロジェクト・マネジメント）
	2
	情報理工共通
	冨永     章
	夏
	月
	13:00-14:30
	工2・212教室
	工学部と共通
H24年度
4890-1015
と重複履修は不可

	GCL講義Ⅵ
	GCL講義Ⅵ 
（企業におけるIT活用の成功
・失敗事例）
	2
	情報理工共通
	大和田  尚孝
	冬
	水
	16:40-18:10
	工2・246教室
	H24年度
4890-1016
と重複履修は不可

	GCL講義Ⅶ
	GCL講義Ⅶ（The 官僚）
	2
	情報理工共通
	鈴木  茂樹
松永     明
	冬
	金
	18:30-20:00
	未定
	　

	GCL講義Ⅷ
	GCL講義Ⅷ（The トップリーダー）
	2
	情報理工共通
	岩野  和生 
大力     修
	冬
	火
	18:30-20:00
	未定
	　

	GCL講義Ⅸ
	GCL講義Ⅸ（ICTで社会の課題に臨む）
	2
	情報理工共通
	楠     正憲
牧野    司 
	夏
	水
	18:30-20:00
	工2・ 
電気系会議室5
	4/17より開講
6/5のみ
電気系会議室4

	GCL講義Ⅹ
	GCL講義Ⅹ（イノベーター倫理）
	2
	情報理工共通
	奥村  祐一 
阿部  武志
	夏
	月
	18:30-20:00
	工2・ 
電気系会議室5
	4/15より開講

	GCL講義ⅩⅠ
	GCL講義ⅩⅠ（国際標準とソーシャルICT）
	2
	情報理工共通
	池田  宏明
田中 正躬
	夏
	水
	13:00-14:30
	工2・ 
電気系会議室5
	4/10より開講

	GCL講義ⅩⅡ
	GCL講義ⅩⅡ（技術・製品開発マネジメント）
	2
	情報理工共通
	丸山     宏
	夏
	火
	10:30-12:00
	ラウンジ講義室
	工学部と共通
H24年度4890-1014
と重複履修は不可

	GCL講義ⅩⅢ
	学際情報学概論I
	2
	学際情報学府
	学際情報学府
各教員
	夏
	集中 
（4/2-4/5）
	10：00-
	福武ラーニングシアター
	　

	GCL講義ⅩⅣ
	学際情報学概論II
	2
	学際情報学府
	学際情報学府
各教員
	夏
	火
	10:30-12:00
	工2・92Ｂ
	　

	GCL講義ⅩⅤ
	実定法特殊研究
	　
	総合法政
	樋口 範雄
佐藤　智晶
	夏
	月
	10:30-12:10
	法文1・ 
21番教室
	　

	
	Introduction to Japanese Law in English
	2
	公共政策
	
	
	
	
	
	

	GCL講義ⅩⅥ
	行政学特殊研究
	2
	総合法政
	城山英明
	冬
	火
	10:30-12:10
	第2本部棟7階
演習室3
	　

	
	Science, Technology and Public Policy
	　
	公共政策
	
	
	
	
	
	

	GCL講義ⅩⅦ
	都市行政学特殊研究
	2
	総合法政
	金井 利之
	夏
	木
	10:30-12:10
	法文1・ 
26番教室
	　

	
	自治体行政学
	　
	公共政策
	
	
	
	
	
	

	GCL講義ⅩⅧ
	Law and Public Policy 
	2
	公共政策
	佐藤　智晶
	夏
	水
	14:50-16:30
	第2本部棟6階
演習室8
	　

	GCL講義ⅩⅨ
	事例研究　行政近代化とICT Ⅰ 
（オープンガバメント）
	2
	公共政策
	奥村裕一
坂井修一
平本健二
	夏
	火
	18:30-20:10
	第2本部棟7階
演習室3
	　

	
	GCL事例研究I
行政近代化とICTⅠ 
（オープンガバメント）
	2
	情報理工共通
	
	
	
	
	
	

	GCL講義ⅩⅩ
	事例研究　行政近代化とICT Ⅱ 
（行政情報システムガバナンス）
	2
	公共政策
	奥村裕一
城山英明
坂井修一
座間敏如
	冬
	火
	18:30-20:10
	第2本部棟7階
演習室3
	　

	
	GCL事例研究Ⅱ
行政近代化とICTⅡ 
（行政情報システムガバナンス）
	2
	情報理工共通
	
	
	
	
	
	

	GCL講義ⅩⅩⅠ
	情報セキュリティ基礎論
	2
	電気系工学
	佐藤　周行
	夏
	水
	10:30-12:10 
	工2・246教室
	工学系研究科と共通

	GCL講義ⅩⅩⅡ
	メンタルヘルス・マネジメント基礎
	2
	総合教育科学
	下山晴彦
高橋美保
	夏
	火
	8：4010：20
	弥生総合研究棟3階臨床心理学
コース演習室
	　

	GCL講義ⅩⅩⅢ
	メンタルヘルス・マネジメント応用
	2
	総合教育科学
	高橋美保
下山晴彦
	冬
	火
	8：40‐10：20
	弥生総合研究棟3階臨床心理学
コース演習室
	　

	GCL講義ⅩⅩⅣ
	国際情報農学特論
	2
	農学国際
	溝口勝
二宮正士
荒木徹也
	夏
	水
	10:30-12:10
	農学部7号館B棟231/232教室
	　

	GCL講義ⅩⅩⅤ
	医療・看護・保健分野における情報技術
	2
	医学系共通
	大橋靖雄
	冬
	火
	8:40‐10:10
	医学部研究棟13F
第6セミナー室
	　


H25年度　ソーシャルICTグローバル・クリエイティブリーダー育成プログラム　開講科目
	授　業　科　目
	担当教員
	講　義　内　容

	GCL講義 Ⅰ
( 技術利用と法 ）
冬学期，2単位
日時： 未定
講義室： 未定
	佐藤 　智晶
	授業の目標・概要

この授業では、技術利用のために情報がどのように使われるのか、製品やサーヴィスが世に生み出されるまでにどのようなプロセスで、どのような法制度が機能しているのかを学び、イノベーションを生み出しやすいプロセスや法制度のあるべき姿を検討する。そのため、この授業はさまざまな法律分野を横断的に学ぶと同時に、イノベーションを創出するために「法」を道具として使うという思考も養う。

情報理工学研究科における博士課程教育リーディングプログラム「ソーシャルICT　グローバル・クリエイティブリーダー育成プログラム」の学生を念頭に置き、法学の基礎がわからないことを前提に授業を進める。
授業のキーワード

技術, 情報通信, 法, プライヴァシー, インセンティヴ, イノベーション

授業計画

１．技術利用と法の関係 

（ア）技術利用に関わる法（どんな法がかかわっているか）

（イ）法ができること、できないこと、目指すべきこと

２. 技術利用と情報：技術利用をめぐる情報化の影響

（ア）社会の変容

（イ）法の変容

（ウ）情報の影響：正と負

３．技術利用とイノベーション－個別化医療を例に

（ア）個別化医療って？

（イ）個別化医療のインフラ（情報、ヒト、モノ、お金）とパスウェイ

（ウ）個別化医療のベネフィットに潜む弊害を乗り越えて

（エ）法が扱うべき課題）

（オ）個別化医療での分析を金融製品やサーヴィスへの応用

４．技術利用と法形式

（ア）分析枠組み

（イ）技術利用に親和的な法形式

５．技術利用のための法制度（１）

（ア）契約一般

（イ）ソフトウェアやシステム開発のための契約特有の問題

６．技術利用のための法制度（２）

（ア）パスウェイ

（イ）リソース

（ウ）イノベーションの評価

７．国内の新規技術の利用に関する諸問題

（ア）消費者の便益と未知のリスクの調和

（イ）法と倫理の境界

（ウ）規制と支援手法

（エ）海外展開

８．海外技術の利用に関する諸問題

（ア）国内の新規技術の利用との比較

（イ）製品やサーヴィスの輸入

９．技術革新によって、古い技術が否定された場合の対応策

１０．スタートアップ企業のための技術利用に関する法制度

１１―１３．新規の技術と行政手続（ケース・スタディ）

１４．総括

授業の方法

授業、ディスカッション、学生によるプレゼンテーション、可能ならばゲストスピーカーによる説明

成績評価方法

出席、報告内容、質疑応答などの授業への参加（貢献）、そして最終レポートを総合考慮した上で評価する。　

参考書

宇賀克也・長谷部恭男 (編集）『情報法』（有斐閣・2012） 

城山 英明 (編集)『科学技術のポリティクス』（東京大学出版会・2008）

樋口範雄『アメリカ契約法第2版』（弘文堂・2008）

樋口範雄『はじめてのアメリカ法』（有斐閣・2010）

	GCL講義 Ⅱ
( Introduction to Management )
冬学期，2単位

日時：　火 16:40-18:10 or 18:30-20:00

講義室：　未定
	朴   英元
Park, YoungWon
	Course Description

In a competitive economy, the quality and performance of the managers determine the success of a business; indeed they determine its survival. But managers face a number of challenges on a regular basis. The nature of the environment in which managers operate requires that they manage change effectively. Managers are responsible for managing resources-financial, human, and otherwise. To ensure that their organization is competitive and survives in a rapidly changing environment, they must manage strategically. Because of the major changed occurring rapidly in the business world today, managers must be entrepreneurial and innovative. Essentially, they must continuously find ways to create more value for customers than do competitors. 
In this course, we discuss managers’ roles and responses to these challenges. Specifically, understanding management history, we study the process of how managers use resources to attain organizational goals through the functions of planning, organizing, leading, and controlling under constraints of various environments. 
(1) Introduction to management introduces management in terms of present-day dynamics and historical foundations.

(2) Environment section is setting the environmental context within which today’s managers function like environment constraints, innovation, sustainability, and corporate responsibly.
(3) Planning is the management function concerned with defining goals for future performance and how to attain them.
(4) Organizing involves assigning tasks, grouping tasks into departments, and allocating resources.
(5) Leading means using influence to motivate employees to achieve the organization’s goals.
(6) Controlling is concerned with monitoring employees’ activities to keep the organization on track toward its goals, and making corrections as necessary.
Textbooks
John R. Schermerhorn (2013), Management, Wiley (12th edition).
David Boddy (2010), Management: An Introduction, Financial Times Prentice Hall (5th edition).
Youngwon Park and Paul Hong (2012), Building Network Capabilities in Turbulent Competitive Environments: Practices of Global Firms from Korea and Japan, CRC Press.
Grading

The assessment consists of participative case studies, a short report, and the final exam.

	GCL講義 Ⅲ

( 情報システム論 )
冬学期，2単位
日時： 未定
講義場所： 未定
	萩谷  昌己
	情報システムの基礎にある情報技術、情報システムの構成、情報システムの開発方法を学ぶとともに、新しい情報システムを企画・構想する力を養う。

前半では情報システムの事例の紹介を行う。実際の情報システムとして、東大学務システム（UTask-Web・UT-mate）とSuicaを紹介することを予定している。また、教材として、簡単なウェブアプリケーションとArduinoの紹介を行う予定である。

これらの事例を紹介した後、そこで用いられている基本的な情報技術について解説する。情報セキュリティ等の基本的な情報技術に関する解説は行うが、情報技術の進歩は高速なので、将来の新しい技術にも対応可能な基礎力（いわゆる情報フルーエンシー）の習得を目指す。また、開発や運用に必要な法制度についても簡単に解説する。

後半では、情報システム構築の流れの解説と情報システムを構想する演習とを並行して行う。毎回、前半は解説、後半はグループ演習を行う。演習では、少なくとも、提案依頼書（RFP）の作成（要求仕様を含む）までを目標とする。さらに、できれば、要件定義まで進む。開発を担当できる学生が参加していれば、実際の開発まで行いたい。

履修者の専門分野は問わない。情報系の学生（履修者もしくはTA）には、グループ学習において開発を担当することを期待する。なお、情報系の学生にとって、ソフトウェア開発の基礎を学ぶ機会にはなるだろうが、開発側の技術を習得するにはこの授業では不十分である。

	GCL講義 Ⅳ
( リスク・マネジメント )

冬学期，2単位
日時： 木 18:30-20：00
講義室： 工6・372教室　（セミナー室C ）
	冨家  友道
	本講では、ビッグプロジェクトのリスクマネジメントを検討する。ITでのリスクマネジメントは期限、コスト、品質といったシステムのリスクマネジメントを検討するが、本講では本来的なリスクとして、作ったシステムが機能したうえで社会的な価値・有用性を生み出せているかという、より包括的な視点からリスクマネジメントのあり方を検討する。例えば“アラブの春”はiPhoneやTwitterなくして大きな運動にならなかったと言われている。ここでの基本的な論点は、情報の非対称性とその解決の問題と考えられ、多くの分野での課題と共通性がある。本講では、こうした視点で、プロジェクトとして達成すべきこと、とその阻害要因を包括的に把握する方策を検討する。

第1回
 リスク管理の必要性　オリエンテーション

第2回
 オブジェクティブセッティングのリスク−解題
　現代の環境、変革期の視点　

第3回 オブジェクティブセッティングの

リスク−ディスカッション
　        どんなプロジェクトが必要か

第4回
 様々な阻害要因

　       登場人物、ポジション、阻害の方法

第5回
阻害要因のコントロール機会

第6回
 リスクとは何か、

何をリスクと考えるべきか−論点提示
第7回
 リスクとは何か、

何をリスクと考えるべきか−ディスカッション
第8回
 ビジネスモデル設計のリスク

第9回
 プロジェクトの体制、ステークホルダー

第10回 トランジション　マネジメント　　　

第11回 リーダーのスキル

第12回 インディペンダントレビュー

第13回 ケース

第14回 ケース

第15回 総括

履修上の注意：

社会と根底から変革するようなビッグプロジェクトに関心のある学生は歓迎。社会の大きな変動に対し大きな視点で変革を進めたい意思のある学生を想定。基本的なプロジェクト管理の知識はあった方がベターだがキャッチアップできる。　　

評価方法
：

講義での発言及びレポート(A4　10枚程度)により総合的に評価。評価軸は講義での議論への貢献と自身の研究分野に適用したうえでの考察の水準（レポートで表現）の２つで評価。

	GCL講義 Ⅴ

(プログラム・プロジェクト・マネジメント)
夏学期，2単位

日時： 月13：00-14：30
講義室： 工2・212教室
	冨永   章
	目標と期限をもつ非反復活動はプロジェクトである。今日の重要な仕事の多くはプロジェクトに該当する。本講義では、個人向けPM なども含め、目標達成のための「モダンPM」のノウハウを多様な角度から論じる。

（工学部と共通）

	GCL講義 Ⅵ

(企業におけるIT活用の成功・失敗事例)

冬学期，2単位

日時：　水16：40-18：10
講義室： 工2・246教室
	大和田  尚孝
	概要：

本講では、企業におけるIT活用の成功事例と失敗事例を基に、企業を率いる次世代リーダーに必要なITの資質について考える。次世代リーダーは「ITオタク」ではだめだが、これからの時代は「ITオンチ」でも経営者としては不適切だ。ITを重視する経営者の下、IT活用によって競争力を高め、売り上げ向上や利益拡大を実現する企業、経営者のIT軽視などによってシステム障害や競争力低下などに直面した企業などの事例をケーススタディとして取り上げ、次世代リーダーの視点からIT活用の巧拙を考察する。

なお、本講では日本を代表する企業のCIOなどをゲストスピーカーとして招聘する予定である。

■はじめに：経営トップにITの資質が必要な理由、CIOの役割

■失敗事例

・【システム障害概論】障害はなぜ起こる？、損失額の計算法

・【システム障害１】大手メガバンクの実例

・【システム障害２】証券取引所の実例

・【ITガバナンス崩壊１】ITアウトソーシングの弊害

・【ITガバナンス崩壊２】問題だらけの政府システム調達

■IT活用の好事例（企業、業種別）

・【流通】コンビニエンスストアの競争力を支えるIT

・【金融】銀行のIT活用戦略

・【製造】製造業の競争力を支えるIT

■IT活用の好事例（取り組み別）

・【コラボレーション】ITが異業種コラボを可能に

・【スマホ活用１】真の情報活用が始まる

・【スマホ活用２】クーポンなどで顧客接点を強化

・【高利益率を支えるIT】業界トップ企業に学ぶ

	GCL講義 Ⅶ

( The 官僚 )

冬学期，2単位

日時： 金 18:30-20:00

講義室： 未定
	鈴木 茂樹

松永   明
	各省庁を代表するリーダーによるオムニバス講義

	GCL講義 Ⅷ
( The トップリーダー )
冬学期，2単位

日時： 火 18:30-20:00

講義室： 未定
	岩野  和生

大力    修
	グローバル・クリエイティブリーダーのためのリーダー論を学ぶ．講義には，世界を代表するリーダーを招へいする予定である．

	GCL講義 Ⅸ
( ICTで社会の課題に臨む )

夏学期，2単位
日時： 水 18:30-20:00

講義室： 工2号館電気系会議室５
	楠   正憲

牧野   司
	講座の目的
世界を取り巻く諸問題の背景・歴史と今後の見通しを踏まえつつ、情報通信技術を活用してどのように問題解決を図り得るかについて、講義とフリーディスカッションを交えつつ考察する。
主な内容（時事問題に応じて見直す可能性あり）
■オリエンテーション、グローバルコミュニケーション論＆プレゼンテーション演習
グローバル人材に関する様々な議論／語学学習について／国際会議・セミナー参加の時の留意点／新しい国際的合意形成の形態（国連型から劇場型へ）／プレゼンテーション技法／グループディスカッション・発表のポイント
■エネルギー問題と地勢学的リスク
なぜ日本は原発を導入したのか／電力自由化の進展と挫折／スマートグリッドを巡る紆余曲折（オバマ政策）／自然エネルギーの実用性／バイオマス燃料の功罪／ユニークな新エネルギー
■企業・国家間の技術競争と協調
米情報技術ベンチャーと防衛産業との関係／電電ファミリー主導で進んだ日本の計算機開発／国プロの成功と挫折／i-mode成功とガラケーの隆盛／情報家電での挫折／スマデバのグローバル化
■人口動態と財政・福祉・社会保障
住民記録の正確性と税の公平性／年金制度の電子化と年金記録問題／マイナンバー制度／官公庁ITの現状と課題／高齢者予防医療・介護とICT
■通信・メディアを支える制度と技術
戦後民主化／通放融合法制／違法有害情報対策／ソーシャルメディア規制／スマホセキュリティ
■「働き方」の変遷とグローバル化
日本型雇用と重層的下請構造の成立／年功賃金の確立／日本型雇用に適応した情報産業の形成／労働者派遣制度と規制緩和・偽装請負問題／日本の解雇規制／日系・外資系企業の就労形態／ポスト「工業化時代」の働き方／「ノマド型ワーク」


	GCL講義 Ⅹ
( イノベーター倫理 )
夏学期，2単位

日時： 月 18:30-20:00
講義室： 工2号館電気系会議室５
	奥村  祐一

阿部  武志
	グローバル・クリエイティブリーダーに必要な倫理について，マネジメントの視点を交えて，多彩なゲストスピーカーを招へいし，学習する．（ゲストスピーカーとしては，日本のSF作家・ホラー作家などの招へいを予定している．）

	GCL講義 ⅩⅠ
（ 国際標準とソーシャルICT ）

夏学期，2単位

日時： 水 13:00-14:30
講義室： 未定
	池田  宏明

田中  正躬
	本講では，既に試みられている国際標準のソーシャルICTに参加することにより，国際標準の基礎となる知識を得るとともにソーシャルICTの理解を深める。現在，国際標準への理解や知識はグローバリゼーションの時代にビジネス戦略や国際共同プロジェクトを進めるうえで，不可欠のものとなっている。ソーシャルICTと国際標準作りの接点での重要な要素を，専門家との議論を中心に理解し，演習としてソーシャルICTに実際に参加し，課題や可能性を学習する
概要
グローバルビジネスや国際的なプロジェクトを進めるには，国際標準の理解や新テーマ発掘についてのリーダーシップが不可欠とされている。そのため国際標準の理解を体系的に，限られた時間で得るための，標準教育が近年世界的に行われるようになった。本講義では，緒についたばかりであるが，将来大きな可能性のある国際標準作りにソーシャルICTを用い，標準教育を行うものである。講義は二つのステップからなる。（１）まず国際標準のソーシャルICTに係る国際標準作りや標準の利用段階での重要な要素の理解を深めるための座学である。標準になじみの薄い受講者にも関心を持ち，理解を深めてもらうため，わかりやすいトッピクスを取り上げ，議論を中心に，国際標準の知識を体得する。（２）体得した知識を基に，なじみやすい国際標準作りのソーシャルICTに実際に参加し，国際標準作りに参加をするとともに，ソーシャルICTを用いることによる限界や可能性を探る。（１）で体得した知識を実際に利用することにより，標準のより深い理解が深まるとともに，ソーシャルICTの他の分野への利用の可能性をも考えることにより，国際的な調整能力や問題解決能力の向上を目指す。
授業の方法
前半は，国際標準の専門家を交え，議論を中心に授業を進める。後半は具体的な国際標準課題をとりあげその背景を示すとともに，ソーシャルICTの国際標準策定への具体的な活用を通して授業に参加するほか，講師の指導のもとに，国際的な議論の場に向けて意見を述べる。最後に受講者は簡単なレポートを作成し，発表を基に議論する。
授業計画
１．全体のオリエンテーション
２．ビジネス戦略に標準が重要なのはなぜか？
３．合意か市場か（標準作成の力学）
４．戦略の違いによる優劣は？
５．知財と標準の関係は？
６．技術の普及と技術変化の制約に標準はどのように影響するか？
７．世界の商取引のルールとの関係は？
８．マークや表示の氾濫はなぜ起こるか？（適合性評価）
９．図記号とは？（図記号概論）
１０．ソーシャルICTの可能性は？
１１．ソーシャルICT活用事例（IEC 60417 Graphical Symbols for use on equipment）
１２．演習及び議論
１３．レポートの作成と発表
１４．まとめ
評価方法
授業（演習を含む）への出席を４０点とし，提出されたレポート及び授業での発表を６０点として総合的に評価する。

	GCL講義 ⅩⅡ

（技術・製品開発マネジメント ）
夏学期，2単位

日時： 火 10:30-12:00
講義室： ラウンジ講義室
	丸山    宏
	技術マネジメントに関して、経営が技術についての判断を下すとはどういうことか、技術組織のミッション・プロセスをどのようにデザインするか、技 術者をどのように動機付け・育成するか、グローバルな研究開発組織をどのようにマネージするか、知財や契約のリスクをどのように管理するかなど、 具体的なケースを通して様々な視点から学ぶ。

（工学系と共通）

	GCL講義 ⅩⅢ

（ 学際情報学概論I ）

夏学期，2単位，

日時： 集中講義　(4/2 - 4/5) 10:00 -
講義室：　福武ラーニングシアター
	学際情報学府

各教員
	情報ガイダンス：
４月２日（火）10:00〜12:00
研究構想発表会：
４月２日（火）13:00〜18:00

学際情報学府サムネール講義１「文化人間情報学コース」：
４月３日（水）10:00〜12:30

学際情報学府サムネール講義２「総合分析情報学コース」：
４月３日（水）14:00〜16:30

学際情報学府サムネール講義３「社会情報学コース」：
４月４日（木）10:00〜12:30

学際情報学府サムネール講義４「先端表現情報学コース」：
４月４日（木）14:00〜16:30

研究倫理：     ４月５日（金）10:00〜12:30

	GCL講義 ⅩⅣ

（ 学際情報学概論II ）
夏学期，2単位

日時： 火 10:30-12:00
講義室： 工2・92B
	学際情報学府

各教員
	授業の目標・概要　（Course Objectives/Overview）

学際情報学概論II（全学府生必修）の狙いは、「Thumbnail one more click!」である。すなわち、サムネイル講義（概論I）で学環の全容を一覧した学生に、もう少し具体的に研究や調査の実際を経験してもらい、自身の修論研究を学環で遂行する姿勢を涵養する。

The objective of this course is to give the students, who have got the bird's-eye view of the Gakkan/Gakufu by the thumbnail course, an understanding of general academic stances and methodologies in the interdisciplinary information studies by group works.

授業のキーワード　（Keywords）
[日本語用]　学際、情報学

[外国語用]　Interdisciplinarity, Information Studies

授業計画　（Schedule）

4/09　guidance/ research theme explanation (1)

　16　guidance/ research theme explanation (1)

　23　Group works 

　30　Group works

5/14　Group works

　21　Group works

　28　Group works

6/04　Intermediate presentations and discussion

　11　Gourp works

　18　Group works

　25　Group works

7/02　Final presentations and discussion (1)

　09　Final presentations and discussion (2)

※5/07　No class

授業の方法　（Teaching Methods）

・担当教員（ITASIAを除く各コースから2名、計8名）が研究テーマを提示する。

・1つのテーマごとに5〜6名の学生からなる研究班を2つ構成する。班ごとにテーマを掘り下げる研究調査と課題解決のための提案や構想づくりを行なう。適宜、担当教員と相談して進める。
・それぞれの研究班は、中間発表と学期末発表をおこなう。いずれも、あらかじめスライドの枚数と1枚あたりの秒数を決めた（20枚×20秒）、いわゆるpecha kucha方式<http://www.pecha-kucha.org>を用いる。中間発表は教室内で4クラスター（同じテーマの2研究班×2=4研究班）にわかれて同時並行におこなう。学期末発表は一つ一つの研究班毎におこない、2回（2週）にわたって実施する。

・最初の2回で担当教員からテーマの解説があり、その後、学生は希望テーマを第3希望まで提出、教員側で適当に班分けをする。

成績評価方法　（Method of Evaluation）

Class participation 30%

Performance of group work, presentation and discussion 40%

Final report 30%

Final report is (1) stuff of group presentation + (2) individual reflection of one's group work

教科書　（Required Textbook）


なし。

No special textbook.

参考書　（Reference Books）

グループワークで教員から指示がある予定。

Faculty staff will show in each group work.

履修上の注意　（Notes on Taking the Course）

この授業はオンラインで講義部分を視聴することができるが、グループワークはオンラインではできない。グループワークは火曜日2限におこなうのが望ましいが、各グループごとにスケジュールを相談して進めてよい。

その他　（Others）

なるべく自分の専門を超え、越境的なテーマにチャレンジすることを期待する。

	GCL講義 ⅩⅤ

（ 実定法特殊研究 ）

( Introduction to Japanese Law in English )

夏学期，2単位，

日時： 月 10:30-12:00
講義室： 法文1・21番教室
	樋口  範雄

佐藤　 智晶
	Instructors

HIGUCHI, Norio

SATO, Chiaki

Objectives/Overview

This course is aiming at explaining the basics of Japanese law in English. The text book is edited by three most famous lawyers in the United States, who teach Japanese law. The book includes English translation of Japanese statutes as well as judicial decisions. To read and understand is the first stage, and then to try to summarize in English on each topic of laws, that is the aim of this course.

Keywords

Japanese law, dispute resolution, constitutional law, civil law, criminal law, corporate law

Schedule

The casebook consists of 11 chapters. In each class, participants are expected to read one chapter in advance to discuss about its content in the class. After finishing the book, every participant will be able to express some parts of Japanese law in English.

1. Introduction

2. Legal services

3. Dispute resolution

4. Constitutional law

5. Contracts

6. Torts

7. Property

8. Criminal law

9. Family law

10. Employment law

11. Corporate law

Teaching Methods

A Casebook is used for this course, which means the class includes some factors of case method. Participants are expected to read each chapter of the book and will be asked some questions on it.

Grading

Participants are graded by a regular exam in English. At the exam, English dictionaries and other materials could be brought in. In other words, the exam is done in an open-book type.

Required Text

Curtis Milhaupt, Mark Ramseyer & Mark West, The Japanese Legal System, Foundation Press, 2nd edtion, 2012

This course in intended to ordinary students, meaning not those who are cable of English. Everyone is at first a beginner of anything. So, take it easy to take part in this course.

	GCL講義 ⅩⅥ

( 行政学特殊研究 )

(Science, Technology and Public Policy)

冬学期，2単位

日時： 火 10:30-12:10
講義室： 第2本部棟7階 演習室3
	城山  英明
鎗目　  雅
	Instructors

SHIROYAMA, Hideaki

YARIME, Masaru

Objectives/Overview

The development and diffusion of science innovative technologies is indispensable for modern society. However, despite its benefits, the development of science and technology is not without various risks and social problems. So far as we are going to make societal decisions for the use of science and technologies with diverse social implications that encompass both risks and benefits, sometimes involving values implications, there is a need for mechanisms of decision making and management of the development and utilization of science and technology. Decisions can be different depending on environmental, institutional and cultural conditions. In addition, innovative policy instruments/ mechanisms to deal with rapidly changing science and technology, including regulatory measues, are required for implementing decisions. This course will deal with wide range of issues from local to global levels faced at the interface areas between science, technology and public policy from comparative perspective of Japan, the US and Europe.

Keywords

Science and Technology, Public Policy, Risk Management, Innovation, International Regimes

Schedule

1. Science, Technology and Modern Governance. 
2. Science Advice. 
3. Technological Risk Governance. 
4. Ethical Analysis. 
5. Systems Approach to Innovation. 
6. Intellectual Property Rights. 
7. Innovation and Sustainability. 
8. Regulations and Accident Investigation.
9. International Regimes – Security, Environment and International Harmonization.

Teaching Methods

Lecture and Seminar.

Grading

Presentation and Participation, Final Report

	GCL講義 ⅩⅦ

( 都市行政学特殊研究 )

(　自治体行政学 )

夏学期，2単位

日時： 木 10:30-12:10
講義室： 法文1・26番教室
	金井  利之
	授業の目標・概要

　本講義では、現代日本の自治体行政に関して、実際の制度と運用に即して概説する。本年度は、制度、環境、政策、管理の各側面から、網羅的に概説することとしたい。

　なお、行政学各論としての性格から、都市政治・自治体政治に関することは、基本的には本講義の対象外であるが、政治行政の密接な関係から、必要なときには解説することもある。また、自治体政府相互の関係、あるいは、自治体政府と全国政府の関係は、政府間関係論の領域かもしれないが、必要な範囲で、本講義でも言及することはある。

授業のキーワード

①都市行政,②制度,③環境,④政策,⑤管理,⑥市政

授業計画

　講義の主要項目は、現時点では、以下のようなテーマを採りあげることを構想しているが、適宜変更があり得る。

序章　東京市政論

第1章　制度　①広域・基礎制度　②政府制度、③区域制度

第２章　環境　①政治　②行政　③社会経済　④人口

第３章　政策　①総合計画　②政策法務　③都市開発

第４章　管理　①組織　②予算　③人事

終章

授業の方法

講義形式

成績評価方法

筆記試験による

教科書

礒崎初仁・伊藤正次・金井利之『改訂版　ホーンブック地方自治』、北樹出版、2011年

	GCL講義 ⅩⅧ

( Law and Public Policy )

夏学期，2単位

日時： 水 14:50-16:30
講義室： 第2本部棟6階 演習室8
	佐藤 　智晶
(SATO Chiaki)
	Instructors

SATO, Chiaki

Objectives/Overview

This course aims to learn and think how to realize public policies via laws in Japan. The goal is to have enough abilities in analyzing and making a presentation about solving strategies to public issues we face. Also, we will compare Japanese ways and those of other countries for implementation of public policies. We will learn rule making processes and implementation of public policies with reading, writing, and discussing in this course.

Keywords

Policy Making, Administrative Law, Legislation, Regulation, Guidance, Taxation, Budgeting

Schedule

1. What is Public Policies?

2. Overview of Tools and Processes for Making Public Policies

3. Processes for Making Public Policies, Preparation, Legislation, Budgeting. Planning (1)

4. Processes for Making Public Policies, Preparation, Legislation, Budgeting. Planning (2)

5. Processes for Making Public Policies, Preparation, Legislation, Budgeting. Planning (3)

6. Implementation of Public Policies (1)

7. Implementation of Public Policies (2)

8 Implementation of Public Policies (3)

9. Relationships Among Governmental Agencies

10. Evaluation and Checking of Public Policies

11. Innovation in Public Policies

12. Case Analysis (1) Products Liability and Safety

13. Case Analysis (2) Healthcare

14. Case Analysis (3) Patent

Teaching Methods

Lecture, Discussion, Presentation by students, Small Assignment, and if possible Guest Speaker

Grading

Grading will be based on class participation, presentation and a final report.

Reference Books

Curtis J. Milhaupt, J. Mark Ramseyer, and Mark D. West, The Japanese Legal System: Cases, Codes, and Commentary (2d ed., Foundation Press, 2012)

Hiroshi Oda, Japanese Law (3d ed., Oxford Press, 2011)

Muneyuki, Shindo, Brief Explanation of Japanese Public Policies (University of Tokyo Press, 2004)

A useful website for Japanese legal researches is at the University of Washington, accessible at http://lib.law.washington.edu/eald/jlr/jres.html

	GCL講義 ⅩⅨ

「事例研究　行政近代化とICT Ⅰ（オープンガバメント）」

「GCL事例研究I　行政近代化とICT Ⅰ（オープンガバメント）」

夏学期，2単位

日時： 火 18:30-20:10
講義室： 第2本部棟7階 演習室3
	奥村  裕一

坂井  修一

平本  健二
	授業の目標・概要

深化するメットワーク社会の中で、国民と行政の関係は変容を遂げつつある。

米国などが手がけているオープンガバメントという、行政と国民の間の社会的合意形成の新たな方法論の可能性と限界を研究し、それにより行政近代化とは何か、民主主義の高度化とは何かを考察する。

なお、最初に利用者に視点に立ったにICTについての基本的機能を学ぶ。（文系の学生にはICTの利用者から見た基本機能を理解し、理系の学生にはICTの素人にとってICTがどう捉えられるかを理解する。）

授業のキーワード

行政近代化, オープンガバメント, 民主主義, オバマ政権, IT, ICT

授業計画

1. イントロダクション

2. オープンガバメント（世界）

3. 利用者視点で考えるコンピュータとインターネットⅠ

4. 利用者視点で考えるコンピュータとインターネットⅡ

5. オープンガバメント（日本）

6. 社会実験課題分析１

7. 社会実験課題分析２

8. 意見の多様性と民主主義

9. オープンデータと民主主義

10. 参加型ウェブサイト(社会実験)　企画確認

11. 参加型ウェブサイト(社会実験)　企画決定

12. 参加型ウェブサイト(社会実験)　オープン

13. 参加型ウェブサイト(社会実験)　中間報告

14. 参加型ウェブサイト(社会実験)　中間報告

15. 参加型ウェブサイト(社会実験)　成果発表

授業の方法

講義とグループディスカッション

参加型ウェブサイトの学生による実験

成績評価方法

平常点、レポート等による。

参考書

ジェームズ・スロウィッキー著、小高 尚子訳『「みんなの意見」は案外正しい』角川書店 (2006年)

Beth Noveck.2009. "Wiki Government". Brookings Institution Press

奥村裕一　週刊『エコノミスト』2010年2月23日号「オバマが進めるオープンガバメント」

〃　朝日新聞グローブ2009年11月23日「オバマ政権のオープンガバメント」

〃　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング季刊　政策・経営研究2010年Vo.4「オバマのオープンガバメントの意味するもの」

〃　日経ガバメントテクノロジー2010年4月号「２１世紀型の民主主義へ　見える化で住民参加促す」

参考： 行政と情報通信技術(PAdIT)研究DB

履修上の注意

パソコンを持参すること

	GCL講義 ⅩⅩ

「事例研究　行政近代化とICT Ⅱ（行政情報システムガバナンス）」
「GCL事例研究Ⅱ　行政近代化とICT Ⅱ（行政情報システムガバナンス）」

冬学期，2単位

日時： 火 18:30-20:10
講義室： 第2本部棟7階 演習室3
	奥村  裕一

城山  英明

坂井  修一

座間  敏如
	授業の目標・概要

行政の近代化に不可欠の行政情報システムを対象に、近代行政の価値の追求と情報通信技術（ICT）の果たす役割、その実現のためのガバナンス、マネジメントを考察する。

授業のキーワード

行政近代化, ガバナンス, マネジメント, IT, ICT, 電子政府, 情報システム

授業計画

1. イントロダクション

2. 科学技術政策のガバナンス

3. 利用者視点で考えるコンピュータ

4. 政府のICTガバナンス

5. プロジェクトマネジメント

6. PM演習

7. IT投資管理とビジネスケース

8. ビジネスケース演習

9. 業務改革

10. 政府の大規模プロジェクト　成功と失敗の原因

11. 政府の大規模プロジェクト　成功と失敗の原因

12. 〃演習

13. エンタープライズアーキテクチャ

14. 会計・調達制度

15. 政府の課題（とりまとめ）

授業の方法

講義とグループディスカッション

行政情報システムのマネジメント演習など

成績評価方法

平常点、レポート等による。

参考書

追って示す

履修上の注意

パソコン持参のこと

	GCL講義 ⅩⅩⅠ

（ 情報セキュリティ基礎論 ）

夏学期，2単位

日時： 水 10:30-12:10
講義室： 工2・246教室
	佐藤 　周行
	講義の目的 (Purpose)

昨今、インターネット を舞台としたセキュリティ侵害に関する事件、事故が多発している。また、ソーシャルネットワークの爆発的な普及により、プライバシーを含めて新たな課題が 指摘されている。それらに対応するために暗号化、PKI、アイデンティティ技術を含むさまざまな技術と制度が提案され、実際に効果を上げている。 ここでは、セキュリティに関係する技術とそれを実際に配備する制度の両方について講義を行い、学会と社会の具体的な要求に応えることを目標とする。 特に具体的な脅威・脆弱性においてはデモや演習を通じて実社会における脅威の実情を伝えることを予定している。 この講義は、情報セキュリティの理論もさることながら、実際の場面でどう理解され、実践されているのかの解析にポイントを おくものである。

講義項目　(Outline)


0. 授業紹介 (4/10) 

I リスクの分析と評価 

1. リスクの動向と変遷(4/17) 

2. 情報セキュリティリスク管理(4/24) 

IIコンテンツの電子化・ネット化・クラウド化 

3. コンテンツの変遷と動向（電子化・ネット化・クラウド化・ソーシャル化）(5/8) 

4. クラウド化、ソーシャル化時代の課題(5/15) 

III具体的な脅威・脆弱性 

5. 脅威・脆弱性の変遷と動向(5/22) 

6. ネットの脅威とネットハックの実際(5/29) 

IV情報セキュリティリスクへの対応 

7. 暗号と電子認証‘(6/ 5) 

8. アイデンティティ管理とＩＤ管理‘(6/12) 

V情報セキュリティと社会制度 

9. セキュリティ監査と成熟度モデル(6/19) 

10. eコンプライアンスとGoogleポリシー(6/26) 

11. 社会制度と国民ID(7/ 3) 

まとめとレポート問題解説(7/10)

理解すべき事項(Objectives)

1. 情報セキュリティとリスクの各概念・リスク分析の手法 

2. ネットワーク社会におけるコンテンツの概念の変化 

3. リスクとしての脅威・脆弱性の具体的な事項についての現在の技術とそのレベル 

4. アクセス制御とID管理 

5. 各種法制度、セキュリティポリシーなど社会側のセキュリティに対する意識の変化

参考書(テキスト) / Reference (Textbook)

情報セキュリティ基盤論（共立出版）

講義ノートのリンク先 / Reference (Link to lecture notes)

http://www-sato.cc.u-tokyo.ac.jp/PKI-project/SecInf.html

成績評価(Grade Evaluation)

期末レポート提出

	GCL講義 ⅩⅩⅡ

（メンタルヘルス・マネジメント基礎）

夏学期，2単位

日時： 火 8:40-10:20
講義室： 弥生総合研究棟3階臨床心理学コース演習室
	下山  晴彦

高橋  美保
	講座の目的

精神障害の診断分類、特にうつ病の病理との関連を中心に精神障害や心理的問題の治療・援助技法として定着しつつある認知行動療法（CBT）について基礎から応用までの学習を目指す。認知行動療法の基本となる認知、感情、生理、行動の各側面への介入技法を解説し、それらをコンピュータ化する方法について参加者と議論し、発展の方向性を示すことが最終目的となる。なお、本講座は、前期のGDWS「コンピュータ化認知行動療法アプリ開発」と密接に関連する内容となっている。

教室は弥生キャンパス内にある総合研究棟3階の臨床心理学コース演習室とする。http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_01_05_j.html
講座の概要

認知行動療法（ＣＢＴ）について、体系的に学習するように授業を組み立てる。最初は、担当教員が認知行動療法の理論体系と技法体系を講義する。その後はＯＣＤやうつ病のＣＢＴプログラムの事例を検討するともに、小グループに分かれてＣＢＴをコンピュータ化するためのアイデアを発展させ、発表する。また、外部講師を招いての専門的議論も適宜導入する。
１. 臨床心理学と認知行動療法
２. 認知行動療法の理論と方法Ⅰ
３．認知行動療法の理論と方法Ⅱ
４．ＯＣＤの認知行動療法
５．うつ病の認知行動療法
６．認知行動療法の技法①「認知」
７．認知行動療法の技法②「感情」
８．認知行動療法の技法③「生理」
９．認知行動療法の技法「行動」
10～15．認知行動療法のコンピュータ化（小グループ発表）


	GCL講義 ⅩⅩⅢ

(メンタルヘルス・マネジメント応用)

冬学期，2単位

日時： 火 8:40-10:20
講義室： 弥生総合研究棟3階臨床心理学コース演習室
	高橋  美保

下山  晴彦
	講座の目的

日本の産業領域におけるメンタルヘルスの問題を概説し、社会的にメンタルヘルスをICT化して幅広く普及させることの必要性について共通認識を持つことを目的とする。さらに、社会にメンタルヘルスのためのICTシステムを普及させる上で必要となるマネジメントの基礎理論も解説するので、その視点からの理解を深めることも目的となる。
教室は弥生キャンパス内にある総合研究棟3階の臨床心理学コース演習室とする。http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_01_05_j.html
講座の概要：産業領域におけるメンタルヘルスマネジメント

本授業は、メンタルヘルスマネジメント基礎で学んだメンタルヘルスの基礎知識をベースとして、その知識を”働く人”という特定のフィールドに展開する。具体的には、働く人のストレスについての基礎知識と基礎理論を学び、様々な心理的援助の技法を獲得することを目的とする。

授業はゲストスピーカーを含めた講義形式と、研究発表、原書購読などによって進める。

	GCL講義 ⅩⅩⅣ

（ 国際情報農学特論 ）

夏学期，2単位

日時： 水 10:30-12:10
講義室： 
農学部7号館B棟231/232教室
	溝口    勝

二宮  正士

荒木  徹也
	授業の目標・概要

ICT(Information and Communication Technology )が急激に世の中に浸透してきてい

るが、不思議なことに農業分野における応用は未開拓である。本講義では、講義と実

習を通して、ICT農学の基礎と応用について学ぶ。なお、成績評価は出席とレポート

に基づいて行なう。

授業のキーワード

農業情報、モニタリング、ビッグデータ、データ標準化、GAP、トレーサビリティ

授業計画

１．農業情報概論

　情報の種類（生体情報，環境情報，営農情報など），モニタリング，ビッグデー

タ，データ標準化など

２．農業情報解析

　画像解析，パターン処理，データマイニング，実験計画，GIS，リモセンなど

３．農業意思決定支援

　意思決定の目的，各種システムの紹介，現場での利用など

４．農学と情報科学

　ジェノタイピング，フェノタイピング，トランスクリプオーム，機械学習など

５．GAPとトレーサビリティ

６．フィールドモニタリング概論

７．モニタリング装置の組み立て実習

８．気象・土壌センサー概論

９．センサーキャリブレーション実習

１０．モニタリング機器の現地設置

１１．データベース概論

１２．情報発信法

１３．双方向情報通信

１４．画像処理

１５．海外通信技術
回数
日付
担当
内容
1
4月10日
溝口・二宮
ガイダンス：農業と情報
2
4月24日
二宮
意思決定支援システム
3
5月1日
二宮
センシング技術
4
5月8日
二宮
農業情報解析１
5
5月15日
溝口・二宮
農業情報学会見学
6
5月22日
二宮
農業情報解析２
7
5月29日
溝口
フィールドモニタリング概論
8
6月5日
溝口
フィールドモニタリング実習
9
6月12日
二宮
通信キャリアと農業アプリケーション
10
6月19日
二宮＋RA
スマホによる農業アプリ開発
11
6月26日
溝口
気象・土壌センサー概論
12
7月3日
二宮・木浦
農業クラウドとビッグデータ
13
7月10日
溝口
農村復興と情報
14
7月17日
二宮
GAPとトレーサビリティ（予定）
15
7月24日
　
植物工場見学（予定）


	GCL講義 ⅩⅩⅤ

（ 医療・看護・保健分野における情報技術 ）

冬学期，2単位

日時： 火 8:40-10:10
講義室： 医学部研究棟13F 第6セミナー室
	大橋　　靖雄
	授業の目的

医療・看護・保健分野における情報技術活用の現状と事業化・企業化も踏まえた将来展望を紹介するとともに議論する。

授業の方法

各専門分野の教官によるオムニバス講義により行う。

医学系以外の大学院生も受講するので、医療・看護・保健および医療保健行政に関する深い知識は前提としない。

授業日程

詳細日程は未定であるが、以下の項目を扱う：

わが国の保健医療の行政システム

保健統計と疫学病院情報システム

医療情報の標準化とデータベース

病院情報の活用による薬剤安全性監視

National data baseとその研究利用

DPCとデータの研究利用

手術データベースと研究利用

地域保健とデータベース

遠隔医療と情報技術

看護とIT

医療技術の経済評価

教科書及び参考書

とくに指定しない

成績評価

出席とレポートによる
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